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 石狩地方本部現業公企都市交評議会は、１１月４日（金）に第２１回定期総会を札幌市・自治労会館において開催し、９

単組４０人が参加しました。 

総会では、２０１６年度の評議会や各単組の取り組み状況が報告され、全体の承認を受けたのち、２０１７年度の活動方

針・事業計画案や新役員体制についての提案が満場一致で可決され、新たに恵庭市職労・橋爪雄太さんを議長とする幹事体

制がスタートすることとなったほか、『「２０１６現業公企統一闘争」の勝利にむけて公共サービスを担うすべての労働者と

団結を固め合い、組織の総力をあげ、たたかい抜く』とする総会宣言を満場一致で採択しました。 

 総会終了後には、「２０１６現業公企統一闘争勝利！！石狩地方本部総決起集会」を引き続き開催し、北海道本部現業公企

都市交評議会・大西誠議長にお越しいただき、今後の取り組み方針などについて提起を受けました。 

＜＜＜＜２０１７２０１７２０１７２０１７年度石狩地方本部現業公企都市交評議会年度石狩地方本部現業公企都市交評議会年度石狩地方本部現業公企都市交評議会年度石狩地方本部現業公企都市交評議会    幹事体制幹事体制幹事体制幹事体制＞＞＞＞    

議  長 橋 爪 雄 太 恵庭市職労 

副 議 長 漆 原 直 子 札幌市労 

副 議 長 館 山 政 人 札交労 

副 議 長 根 本 正 司 江別市職労 

事務局長 木 戸 伸 一 札幌市職連 

事務局次長 上 山 謙太郎 恵庭市職労 

幹  事 下 笛 正 人 札幌市職連 

幹  事 瀧 本 久 也 札幌市労 

幹  事 水 尻   晃 札交労 

幹  事 石 山   拳 道企業局労組 

幹  事 森 脇 竜 二 江別市職労 

幹  事 川 本 一 信 千歳市職労 
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幹  事 古 山 めぐみ 千歳市職労 

幹  事 山 田 直 昌 北広島市職労 

幹  事 新井田   崇 石狩市職労 

幹  事 瀬 戸 貴 裕 当別町職 

特別幹事 佐 藤 秀 人 札幌市職連 

特別幹事 山 田 哲 也 道企業局労組 

特別幹事 赤 川 泰 史 札幌市職連 

特別幹事 浜 谷 浩 一 札幌市職連 

特別幹事 中野渡   智 札幌市労 

特別幹事 田 中 有 善 江別市職労 

特別幹事 田 村 雅 志 札交労 
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されました。 

 第２部ではパネルディスカッションとして「ワークルール教育のあるべき姿とは」と題して基調講演をした３人のほか、

弁護士が３人加わり、①ワークルール教育の内容、②ワークルール教育の担い手、③ワークルール教育の広報、④学生アル

バイトの問題の４点についての議論がなされました。 

 シンポジウムの終わりには、主催者のまとめとして労働者が自らの権利を主張するには、前提として労働法などの知識が

必要であることはもちろんですが、その知識を活かすためには、相手にしっかり主張するというコミュニケーションの能力

も必要なのでないかということがお話しされていました。 

わたしたちにとってもいろいろと考えさせられる内容でした。参加されたみなさん大変お疲れさまでした。 

 

（書記局より）遅くなりましたが、今年度も「いしかりちほん」をよろしくお願いいたします。（う） 

～～～～みみみみんなで働き方を考えよう～んなで働き方を考えよう～んなで働き方を考えよう～んなで働き方を考えよう～    
 １１月５日（土）に「ワークルール教育シンポジウム」

が札幌市・東京ドームホテル札幌において札幌弁護士会の

主催により開催され、組合員や学生など約６０人が参加し

ました。このシンポジウムは、現在、超党派の国会議員が

中心となり「ワークルール教育推進法」の制定に向けての

検討が進められていることにかんがみ、国民・市民の中で

もその必要性の機運を高めることを目的に開催されたも

のです。 

 第１部では基調講演として「ワークルール教育に関する

現在の取り組みについて」と題して道幸哲也・北海道大学

名誉教授、宇佐美隆・北海道中小企業家同友会札幌支部長、

齋藤勉・連合北海道副事務局長がそれぞれの立場からどの

ような取り組みを進めているのかという点でお話しがな


